
1スイフト

共通編の「共通取付要領」も合わせて参照ください。

アドバイス
本説明書は「フロント・リヤセット」、「フロントのみ」の 2つの製品の取付方法について記載しています。
タイトルや本文に記載しているコメントを参考にして、それぞれの製品の取り付けを行ってください。なお、
「フロント・リヤセット」、「フロントのみ」の記載がない項目についてはいずれの仕様も対象です。

■ 取付概要図

ドライブレコーダー本体①

ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）

ドライブレコーダー本体①のケーブル（リヤカメラ用）

電源ケーブル④

延長ケーブル⑩

フロント・リヤセット

フロント・リヤセット

CAA-KAW26041-00

スイフト
車種別取付要領
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リヤカメラ⑥

延長ケーブル⑩

　 フロント・リヤセット
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■ 車両部品の取り外し
図中の番号順に車両部品を取り外します。

注 記
内装部品を傷付けないよう、養生テープなどで保護をしてから部品を取り外してください。

1. フロントピラー
トリム（LH）

2. グローブボックス

3. インパネアッパーガーニッシュおよび
インパネセンターガーニッシュ

4. サイドシルフロント
スカッフ（LH）

5. ダッシュサイド
トリム（LH）
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アドバイス
「フロント・リヤセット」装着時は、以下の車両部品も取り外してください。

必ずフック（左右各 1個）は
新品と交換する

7. サイドシルリヤ
スカッフ（LH）

8. センターピラーロアトリム（LH）

6. リヤシートクッション
※リヤシートクッションを取り外した場合は、
　リヤシートクッションを固定している
　フック（左右各 1個）を車体から取り外し、
　別売の新品部品に交換してください。

フック

10. ラゲッジボードおよび
ラゲッジアンダーボックス

12. リヤシートバック（LH）

11. テールエンドトリム

9. トノカバー

警告
フックは再使用できません。必ず別売
の新品部品と交換してください。
新品部品に交換しないとリヤシート
クッションが確実に固定されない可能
性があり、シートが正常に機能せず重
大な損害を負うおそれがあります。
なお、車両部品の取り外し/取り付けは、
必ず車両のサービスマニュアルを参照
して行ってください。
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13. クォーター
ロアトリム（LH）

14. クォーター
アッパートリム（LH）

17. サービスホールキャップ
（ケーブル引込用）

16. ルーフ
ライニング
クリップ

15. リヤアシストグリップ（LH）
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60×50mm
A

50×25mm
C

50×25mm
C

50×25mm
C

50×25mm
C

50×25mm
C

50×25mm
C

50×30mm
E

120×20mm
D

60×50mm
A

60×50mm
A

40×25mm
B

40×25mm
B

40×25mm
B

クッションテープ⑫を左図のよう
にカットします。
A： コネクター接続部巻き付け用
B： ドライブレコーダー本体①の
ケーブル巻き付け用

C： ケーブル固定用
D： 余長束ね用
E： アースコード固定用

クッションテープ（200×100mm）⑫

■ 取付前の準備
クッションテープの準備
●フロント・リヤセットの場合

60×50mm
A

40×25mm
B

50×25mm
C

40×25mm
B

50×25mm
C

40×25mm
B

120×20mm
D

50×30mm
E

●フロントのみの場合

クッションテープ⑫を左図のよう
にカットします。
A： コネクター接続部巻き付け用
B： ドライブレコーダー本体①の
ケーブル巻き付け用

C： ケーブル固定用
D： 余長束ね用
E： アースコード固定用

クッションテープ（200×100mm）⑫
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100×50mm
50×30mm

50×30mm

●フロントのみの場合

保護シート⑬を左図のようにカッ
トします。

保護シート（195×60mm）⑬

100×50mm 50×50mm

50×30mm

50×30mm

50×35mm

保護シート⑬を左図のようにカッ
トします。

保護シート（195×60mm）⑬

保護シートの準備
●フロント・リヤセットの場合

ケーブルガイドの加工

ケーブルガイド⑮

使用しない

23mm

ケーブルガイド⑮を左図のように
カットします。

注意
カット加工時は、耐切創手袋を
着用してください。
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車両前方

バックドア
インナーパネル

サービスホールキャップ

サービスホールキャップの穴開け加工　 フロント・リヤセット

グロメットの加工　 フロント・リヤセット

1. バックドアから取り外した車両
サービスホールキャップの中央
に穴（φ16mm）を開けます。

警告
穴開けの際は切削粉が飛散する
ため、必ず保護メガネを着用し
てください。

注意
電動ドリル使用時は、巻き込み防
止のため手袋を着用しないでく
ださい。

注 記
・ ホールソーの刃先端部から
10mm 以内の位置にストッ
パー（布テープ等）を巻いて
ください。

・ ホールソーは穴開け面に対し
て垂直に当ててください。

2. 穴開け加工部をヤスリでバリ取
り処理します。

グロメット⑰に切り込み加工しま
す。

注意
切り込み加工時は、耐切創手袋
を着用してください。

＜バックドア上部＞

グロメット⑰

切り込み

＜サービスホールキャップ穴開け＞

中心にφ16mmの
穴を開ける

サービスホールキャップ
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リヤカメラのケーブルの準備　 フロント・リヤセット

2. リヤカメラ⑥のケーブルをサー
ビスホールキャップの加工穴に
通します。

注 記
サービスホールキャップは図の
向きで取り付けてください。

3. グロメット⑰をサービスホール
キャップの加工穴に取り付けま
す。

1. グロメット⑰にリヤカメラ⑥の
ケーブルを通します。

注 記
・ グロメット⑰は、図の向きで
取り付けてください。

・ リヤカメラ⑥のケーブルをグ
ロメット⑰内に通す際は、破
損防止のため無理に引っ張っ
たりしないでください。

サービスホールキャップ

サービスホール
キャップ

リヤカメラ⑥のケーブル

グロメット⑰

グロメット⑰
リヤカメラ⑥のケーブル

グロメット⑰

リヤカメラ⑥のケーブル

サービスホールキャップ
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■ ドライブレコーダー本体およびリヤカメラ貼付作業
ドライブレコーダー本体の貼り付けおよび角度調整

車両中心

25mm

150mm

ブラケット（フロント）②
貼付位置

黒セラミックライン下端
※ドット下端ではありません。

1. ブラケット（フロント）②をフ
ロントガラス内側の左図位置に
取り付けます。

注 記
・ 取付面の汚れ等をクリーナー
⑭できれいに拭き取ってくだ
さい。汚れていると接着力が
低下します。

・ 接着面に触れたり、ブラケッ
トを取り付け直したりしない
でください。

・ 気温が低い時（15℃以下）は、
取付面をドライヤーなどで温
めてから取付作業を行ってく
ださい。

アドバイス
ドライブレコーダー本体①、ブ
ラケット（フロント）②の取り
付けの詳細は、共通編の「ドラ
イブレコーダー本体の貼り付け
および角度調整」を参照してく
ださい。

＜車室内視＞
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レンズ部

ドライブ
レコーダー本体①

3番目の目盛りに
角度調整基準を
合わせる

1
5

2. ドライブレコーダー本体①のレ
ンズ部の角度を左図位置に固定
します。

注 記
・ カメラレンズ部の汚れや傷付
き防止のため、カメラレンズ
部を絶対に触らないでくださ
い。

・ しっかりと固定され、がたつ
き等が無いことを確認してく
ださい。

アドバイス
ドライブレコーダー本体①レン
ズ部の角度調整方法の詳細は、
共通編の「ドライブレコーダー
本体の貼り付けおよび角度調整」
を参照してください。

3. カットしたケーブルガイド⑮を
ドライブレコーダー本体①に取
り付けます。

アドバイス
ケーブルガイド⑮の取り付けの
詳細は、共通編の「ドライブレ
コーダー本体の貼り付けおよび
角度調整」を参照してください。

4. ケーブルガイド⑮先端をルーフ
ライニング内に挿し込みなが
ら、ドライブレコーダー本体①
をブラケット（フロント）②に
取り付けます。

5. ドライブレコーダー本体①をネ
ジ（M3× 5.5mm）③で固定し
ます。

アドバイス
ドライブレコーダー本体①のネ
ジ固定の詳細は、共通編の「ド
ライブレコーダー本体の貼り付
けおよび角度調整」を参照して
ください。
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ブラケット（リヤ）⑦

リヤカメラ⑥

3番目の目盛りに
角度調整基準を
合わせる

リヤカメラ⑥
ブラケット（リヤ）⑦

1 

7 

1. ブラケット（リヤ）⑦をリヤカ
メラ⑥に組み付け、左図位置に
固定します。

注 記
・ カメラレンズ部の汚れや傷付
き防止のため、カメラレンズ
部を絶対に触らないでくださ
い。

・ しっかりと固定され、がたつ
き等が無いことを確認してく
ださい。

アドバイス
ブラケット（リヤ）⑦の角度調
整の詳細は、共通編の「リヤカ
メラの角度調整および貼り付け」
を参照してください。

60mm

車両中心

黒セラミックライン下端

10mm

ブラケット（リヤ）⑦
貼付位置

2. ブラケット（リヤ）⑦をバック
ドアガラス内側の左図位置に取
り付けます。

注 記
・ 取付面の汚れ等をクリーナー
⑭できれいに拭き取ってくだ
さい。汚れていると接着力が
低下します。

・ 接着面に触れたり、ブラケッ
トを取り付け直したりしない
でください。

・ 気温が低い時（15℃以下）は、
取付面をドライヤーなどで温
めてから取付作業を行ってく
ださい。

アドバイス
リヤカメラ⑥、ブラケット（リヤ）
⑦の取り付けの詳細は、共通編
の「リヤカメラの角度調整およ
び貼り付け」を参照してくださ
い。

＜車室内視＞

リヤカメラの角度調整および貼り付け　 フロント・リヤセット
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車両前方

ドライブレコーダー
本体①のケーブル
（電源用、リヤカメラ用）

クッションテープ⑫
（40×25mm）

ドライブ
レコーダー本体①

ドライブレコーダー本体①のケーブル

フロントガラス

ルーフライニング
ドライブレコーダー本体①のケーブル

フロントガラス

ルーフライニング

ドライブレコーダー本体①の
ケーブル

クッションテープ⑫

ドライブレコーダー本体①の
ケーブル

クッションテープ⑫

フロント・リヤセット フロントのみ

＜ルーフライニング部＞ アドバイス
「フロントのみ」の場合は、ドラ
イブレコーダー本体①のケーブ
ル（リヤカメラ用）の配線作業
はありません。

1. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメラ
用）にクッションテープ⑫を巻
き付けます。

2. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメラ
用）をルーフライニング内に入
れ込みながら、フロントピラー
部へ配線します。

注 記
ルーフライニング引込部のドラ
イブレコーダー本体①のケーブ
ル（電源用、リヤカメラ用）は、
フロントガラスと並行になるよ
うにしてください。

■ 配線作業
ドライブレコーダー本体のケーブル（電源用、リヤカメラ用）配線
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束線バンド⑪

ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメラ用）

車両前方

クッションテープ⑫
（50×25mm）

保護シート⑬
（50×30mm）

＜左側フロントピラー部＞
3. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメラ
用）をフロントピラーに束線バ
ンド⑪とクッションテープ⑫で
固定しながら配線します。

注 記
・ 図示位置の板金エッジ部に保
護シート⑬を貼り付けてくだ
さい。

・ 保護シート⑬貼付面の汚れ等
をクリーナー⑭できれいに拭
き取ってください。汚れてい
ると接着力が低下します。
 また寒い時は温めてから作業
を行ってください。

・ ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメ
ラ用）およびクッションテー
プ⑫は、カーテンエアバッグ
の部品と接触しないように配
策・固定してください。

・ クッションテープ⑫でフロン
トピラートリムの固定クリッ
プ穴をふさがないでください。
また、フロントピラートリム
の当てリブ部と干渉しないよ
うにしてください。

4. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメラ
用）をフロントピラーとダッ
シュボードのすき間からグロー
ブボックス取付部に配線しま
す。
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車両前方

ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメラ用）

ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）

ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（リヤカメラ用）

束線バンド⑪

束線バンド⑪

束線バンド⑪
※余長固定

5. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用、リヤカメラ
用）を束線バンド⑪で車両ハー
ネスに固定します。

6. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（リヤカメラ用）のみ
を助手席足元左側まで配線し、
コネクター部を図のように束線
バンド⑪で車両ハーネスに固定
します。

注 記
★部の束線バンド⑪は、ドライ
ブレコーダー本体①のケーブル
（リヤカメラ用）のコネクター先
端から車両クランプまでを図示
寸法に合わせて固定してくださ
い。

アドバイス
ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）は一緒に固
定しないでください。

7. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（リヤカメラ用）のみ
を束線バンド⑪で車両ハーネス
に固定します。

アドバイス
ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）は一緒に固
定しないでください。

8. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（リヤカメラ用）の余
長を束ねて束線バンド⑪で車両
ハーネスに固定します。

注 記
ケーブルの余長はグローブボッ
クスと干渉しないように固定し
てください。

アドバイス
ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）はドライブ
レコーダー本体①のケーブル（リ
ヤカメラ用）と一緒に束ねたり、
固定をしないでください。

＜グローブボックス取付部左側＞

車両前方

★束線バンド⑪

ドライブレコーダー本体①
のケーブル（リヤカメラ用）

50mm

車両クランプ

＜助手席足元左側＞
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リヤカメラのケーブル配線　 フロント・リヤセット

車両前方
リヤカメラ⑥のケーブル

バックドアハーネスグロメット

ケーブル
クランパー⑯

ブラケット（リヤ）⑦

グロメット⑰

車両グロメット穴

サービスホール
キャップ

リヤカメラ⑥

＜バックドア上部＞
1. バックドアハーネスグロメット
のかん合部をバックドア側およ
び室内側から外します。

2. リヤカメラ⑥のケーブルをサー
ビスホールからバックドア側の
車両グロメット穴まで通しま
す。

注 記
リヤカメラ⑥のケーブルがブラ
ケット（リヤ）⑦に沿って引き
回されていることを確認してく
ださい。（共通編「リヤカメラの
角度調整および貼り付け」参照）

3. サービスホールキャップをサー
ビスホールに取り付けます。

4. ケーブルクランパー⑯でリヤカ
メラ⑥のケーブルを固定しま
す。

注 記
・ ケーブルクランパー⑯貼付面
の汚れ等をクリーナー⑭でき
れいに拭き取ってください。
汚れていると接着力が低下し
ます。

・ 気温が低いとき（15℃以下）は、
ケーブルクランパー⑯の貼付
面をドライヤーなどで温めて
から貼り付けてください。
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車両前方

車両前方

リヤカメラ⑥の
ケーブル

バックドア
ハーネスグロメット

※針金の加工方法

針金

ビニール
テープ

リヤカメラ⑥のケーブル

針金挿入方向

針金 バックドア
ハーネスグロメット

5. 針金を使用してバックドアハー
ネスグロメット内にリヤカメラ
⑥のケーブルを通し、室内側ま
で配線します。

注 記
・ バックドアハーネスおよびリ
ヤカメラ⑥のケーブル破損防
止のため、無理に引っ張った
りしないでください。

・ リヤカメラ⑥のケーブルを
バックドアハーネスグロメッ
ト内に通す際は、中性洗剤等
を塗布してコネクター部が
バックドアハーネスグロメッ
ト内で引っかからないように
してください。その際、コネ
クターや端子に中性洗剤等が
かからないようにしっかり
テーピングしてください。

アドバイス
・ 針金の先端を折り曲げ、ビニー
ルテープでテーピングをして
ください。

・ 折り曲げた側の針金をバック
ドアハーネスグロメットの室
内側からバックドア側に通し
てください。

・ リヤカメラ⑥のケーブルのコ
ネクターを針金にしっかり
テーピングしてください。

＜バックドアハーネスグロメット部＞
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車両前方

車両前方クッションテープ⑫
（50×25mm）

リヤカメラ⑥のケーブル

リヤカメラ⑥のケーブルルーフライニング

6. リヤカメラ⑥のケーブルをルー
フライニングとルーフパネルの
間に配線し、クッションテープ
⑫でルーフライニングに固定し
ます。

注 記
リヤカメラ⑥のケーブルやクッ
ションテープ⑫がルーフライニ
ングのクリップ穴等をふさがな
いようにしてください。

＜バックドアハーネスグロメット部＞

車両前方

束線バンド⑪
※余長固定

保護シート⑬
（50×50mm）

保護シート⑬
（50×35mm）

100mm

束線バンド⑪

★束線バンド⑪

車両クランプ

リヤカメラ⑥の
ケーブル

7. 左クォーターピラーのリヤカメ
ラ⑥のケーブルを束線バンド⑪
で固定します。

注 記
・ 図示位置の板金エッジ部に保
護シート⑬を貼り付けてくだ
さい。

・ 保護シート⑬貼付面の汚れ等
をクリーナー⑭できれいに拭
き取ってください。汚れてい
ると接着力が低下します。
 また寒い時は温めてから作業
を行ってください。

・ ★部の束線バンド⑪は、リヤ
カメラ⑥のケーブルのコネク
ター先端から車両クランプま
でを図示寸法に合わせて固定
してください。

8. リヤカメラ⑥のケーブルの余長
を束ねて束線バンド⑪で車両
ハーネスに固定します。

＜左クォーターピラー＞
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車両前方

束線バンド⑪

延長ケーブル⑩

ドライブレコーダー
本体①のケーブル
（リヤカメラ用）

クッションテープ⑫
（60×50mm）

延長ケーブル⑩

ドライブレコーダー
本体①のケーブル
（リヤカメラ用）

電源ケーブルと延長ケーブルの配線

アドバイス
「フロントのみ」の場合は、ドラ
イブレコーダー本体①のケーブ
ル（リヤカメラ用）と延長ケー
ブル⑩の配線作業はありません。

1. 延長ケーブル⑩をドライブレ
コーダー本体①のケーブル（リ
ヤカメラ用）に接続します。

2. 接続したコネクター部にクッ
ションテープ⑫を巻き付けま
す。

3. 助手席足元左側の延長ケーブル
⑩を束線バンド⑪で車両ハーネ
スに固定します。

＜助手席足元左側＞
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4.  延長ケーブル⑩を左クォーターピラーまで配線します。
5.  延長ケーブル⑩を束線バンド⑪とクッションテープ⑫で車両ハーネスに固定します。

車両前方

束線バンド⑪

延長ケーブル⑩

クッションテープ⑫
（50×25mm）

＜左フロントドア開口部＞
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車両前方

リヤカメラ⑥のケーブル

束線バンド⑪

束線バンド⑪
※余長固定

延長ケーブル⑩

クッション
テープ⑫
（60×50mm）

延長ケーブル⑩

リヤカメラ⑥の
ケーブル

＜左クォーターピラー＞

車両前方

束線バンド⑪

延長ケーブル⑩

＜左リヤドア開口部＞

6.  延長ケーブル⑩を束線バンド⑪で車両ハーネスに固定します。

7.  延長ケーブル⑩をリヤカメラ⑥のケーブルに接続します。
8.  接続したコネクター部にクッションテープ⑫を巻き付け、束線バンド⑪で車両ハーネスに固定します。
9.  延長ケーブル⑩を束線バンド⑪で固定し、余長は束ねて束線バンド⑪で車両ハーネスに固定します。
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車両前方

※アースコード

電源ケーブル④

★束線バンド⑪

車両オーディオ
コネクター

束線バンド⑪

170mm

10. 電源ケーブル④をオーディオ開
口部からグローブボックス取付
部まで配線します。

アドバイス
※アースコードをアースボルト
に接続する場合（車両ブラケッ
ト部で共締めできない場合）は、
アースコードを助手席足元左側
へ配線してください。オーディ
オ開口部には配線しないでくだ
さい。

11. オーディオ開口部の電源ケーブ
ル④を束線バンド⑪で車両ハー
ネスに固定します。

注 記
・ ★部の束線バンド⑪は、電源
ケーブル④のギボシ端子先端
から車両オーディオコネク
ター先端までを図示寸法に合
わせて固定してください。

・ アースコードをアースボルト
に接続する場合は、アースコー
ドを車両ハーネスに沿って助
手席足元左側まで配線し、束
線バンド⑪またはクッション
テープ⑫で適宜固定してくだ
さい。

＜オーディオ開口部＞
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断面図 保護シート⑬
（100×50mm）

車両板金

車両前方

ドライブレコーダー
本体①のケーブル
（電源用）

クッションテープ⑫
（60×50mm）

電源ケーブル④

ドライブレコーダー
本体①のケーブル
（電源用）

束線バンド⑪
※余長固定

束線バンド⑪

電源ケーブル④
クッションテープ⑫
（120×20mm）
※余長を束ねる

12. 電源ケーブル④を束線バンド⑪
で車両ハーネスに固定します。

注 記
・ 図示位置の板金エッジ部に保
護シート⑬を貼り付けてくだ
さい。

・ 保護シート⑬貼付面の汚れ等
をクリーナー⑭できれいに拭
き取ってください。汚れてい
ると接着力が低下します。
 また寒い時は温めてから作業
を行ってください。

13. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）と電源ケー
ブル④を接続します。

14. 接続したコネクター部にクッ
ションテープ⑫を巻き付けま
す。

15. ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）と電源ケー
ブル④の余長をクッションテー
プ⑫で束ねた後、束線バンド⑪
で車両ハーネスに固定します。

注 記
ケーブルの余長はグローブボッ
クスと干渉しないように固定し
てください。

アドバイス
ドライブレコーダー本体①の
ケーブル（電源用）と電源ケー
ブル④の余長は一緒に束ねて固
定してください。

＜グローブボックス取付部＞
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車両ブラケット右

クッションテープ⑫（25×30mm）
※50×30mmを2等分して
　使用してください。

保護シート⑬
（50×30mm）

電源ケーブル④の
アースコード

ナビゲーション等

車両ブラケット左

クッションテープ⑫
（50×30mm）

保護シート⑬
（50×30mm）

電源ケーブル④の
アースコード

ナビゲーション
（別売品）
またはオーディオ
（別売品）

電源ケーブルアースコードの接続

アドバイス
アースコードをオーディオ開口部車両ブラケットで共締めできるか否かによりアースコードの接続先が異な
ります。取り付ける車両の状態に応じて接続してください。オーディオ開口部車両ブラケットで共締めでき
ない場合はアースボルトへの接続になります。

●車両ブラケット部で共締めできる場合

1. 電源ケーブル④のアースコード
を車両ブラケットの左図位置に
取り付けます。

・ 板金エッジ部に保護シート⑬
を左図のように貼り付けてく
ださい。

・ 保護シート⑬貼付面の汚れ等
をクリーナー⑭できれいに拭
き取ってください。汚れてい
ると接着力が低下します。
 また寒い時は温めてから作業
を行ってください。

・ アースが確実に取れているこ
とをテスターで確認してくだ
さい。

2. 電源ケーブル④のアースコード
をクッションテープ⑫で左図の
ように固定します。

＜メーカーオプションの場合＞

＜ディーラーオプションの場合＞
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車両前方

電源ケーブル④の
アースコード

アースボルト

●アースボルトに接続する場合

1. 電源ケーブル④のアースコード
を図示位置のアースボルトに接
続し、取付後の確認を行います。

・ アース端子は他のアース端子
とカシメ部が重ならないよう
に取り付けて確認を行ってく
ださい。

・ アースボルトは規定トルク値
で締め付けてください。

2. 必要に応じてアース端子をアー
スボルトから外し、車両ブラ
ケット部に接続し直してくださ
い。

＜助手席足元左側＞
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電源ケーブルACC電源、バッテリー電源の接続

アドバイス
電源ハーネスの形状により電源の取り出し要領が異なります。取り付ける車両に応じて接続をしてください。

●電源ハーネスにギボシ端子がある場合

BATT電源コード

電源ケーブル④

ACC電源コード

ギボシの余長

車両オーディオ
コネクター

ナビゲーション（別売品）
またはオーディオ（別売品）の
電源ハーネス

束線バンド⑪

電源ケーブル④のギボシ端子をナ
ビゲーション（別売品）またはオー
ディオ（別売品）の電源ハーネス
に接続します。
ギボシ部の余長は、束線バンド⑪
で束ねます。

警告
接続しないギボシ端子は、共通
編の「結線図　■用品ナビ・オー
ディオと共着し、電源ハーネス
に ACC/ バッテリー電源のギボ
シ端子がある場合」を参照して、
必ず絶縁テープを巻き付けてく
ださい。

アドバイス
電源ケーブル④の接続は、共通
編の「結線図」を参照して接続
してください。

●電源ハーネスにギボシ端子がない場合

電源ケーブル④の
BATT電源コード（黄色コード）

電源ケーブル④の
ACC電源コード（赤色コード）

切断する

1. 電源ケーブル④の BATT 電源
コード（黄色コード）および
ACC電源コード（赤色コード）
先端のギボシ端子部を切断しま
す。
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2. 車両オーディオコネクター（水
色または灰色）のバッテリー電
源コードに電源ケーブル④の
BATT 電源コード（黄色コード）
を中継コネクター⑤で接続しま
す。

3. 車両オーディオコネクター（水
色または灰色）のACC電源コー
ドに電源ケーブル④の ACC 電
源コード（赤色コード）を中継
コネクター⑤で接続します。

アドバイス
中継コネクター⑤の接続方法は、
共通編の「中継コネクターの使
用方法」を参照してください。

■ 車両部品の復元
取り外しと逆の手順で取り付けます。

注 記
車両部品復元時に一時的に取り外した部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取り付け前の
状態に戻してください。（コネクター類の接続・締め付けトルク等）

警告
取り付け作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。
車の電装品（ブレーキ、ライト、ホーン、ウインカー、ハザードなど）が正常に動作しない状態で使用すると、
火災や交通事故の原因になります。

注 記
オートライト機能装備車の場合は、オートライト未作動状態での点検を行ってください。

＜車両オーディオコネクターが水色20Pの場合＞

＜車両オーディオコネクターが灰色24Pの場合＞

中継コネクター⑤

電源ケーブル④の
BATT電源コード（黄色コード）

電源ケーブル④の
ACC電源コード（赤色コード）ACC電源コード

（ハーネス側から見て上段左から2番目）

バッテリー電源コード
（ハーネス側から見て上段右から1番目）

車両オーディオ
20Pコネクター

中継コネクター⑤

電源ケーブル④の
BATT電源コード（黄色コード）

電源ケーブル④の
ACC電源コード（赤色コード）ACC電源コード

（ハーネス側から見て下段左から2番目）

バッテリー電源コード
（ハーネス側から見て下段右から1番目）

車両オーディオ
24Pコネクター


